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(57)【要約】
【課題】本発明の課題は、ユーザーが調理を中断するこ
となく回転速度を調整することができる回転駆動式調理
器を提供することにある。
【解決手段】本発明に係る回転駆動式調理器１００，１
０１は、筒形状の外装部２１０、シャフト４２０、回転
駆動部４１０、運転操作部２２０および回転速度調整部
２３０を備える。シャフトは、外装部の内部に挿通され
る。回転駆動部は、外装部の内部に収容される。そして
、この回転駆動部は、シャフトの軸を中心軸としてシャ
フトを回転駆動させる。運転操作部は、外装部の側壁の
外側から操作可能に設けられる。そして、この運転操作
部は、ユーザーの操作により回転駆動部を運転または停
止させる。回転速度調整部は、外装部の側壁の外側から
操作可能に設けられる。そして、この回転速度調整部は
、ユーザーの操作により回転駆動部の回転速度を調整す
る。
【選択図】　図３



(2) JP 2012-192082 A 2012.10.11

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　筒形状の外装部と、
　前記外装部の内部に挿通されるシャフトと、
　前記外装部の内部に収容され、前記シャフトの軸を中心軸として前記シャフトを回転駆
動させる回転駆動部と、
　前記外装部の側壁の外側から操作可能に設けられ、前記回転駆動部を運転または停止さ
せる運転操作部と、
　前記外装部の側壁の外側から操作可能に設けられ、前記回転駆動部の回転速度を調整す
る回転速度調整部と
を備える、回転駆動式調理器。
【請求項２】
　前記回転速度調整部は、前記中心軸に沿って見た場合において前記運転操作部と重なら
ない位置で操作可能となるように設けられる
請求項１に記載の回転駆動式調理器。
【請求項３】
　前記回転速度調整部は、前記外装部の外部に全周に亘って露出する環状の部材であり、
回転可能に又は揺動可能に設けられる
請求項１または２に記載の回転駆動式調理器。
【請求項４】
　前記回転速度調整部は、前記運転操作部よりも上方に配置され、前記運転操作部の反対
側に向かって下方に傾斜する
請求項３に記載の回転駆動式調理器。
【請求項５】
　前記回転駆動部に電気を供給するための電源コードをさらに備え、
　前記外装部は、天面を有し、
　前記電源コードは、前記天面に形成される開口から前記外装部の外部に引き出されてい
る
請求項１から４のいずれかに記載の回転駆動式調理器。
【請求項６】
　筒形状の外装部と、
　前記外装部の内部に挿通されるシャフトと、
　前記外装部の内部に収容され、前記シャフトの軸を中心軸として前記シャフトを回転駆
動させる回転駆動部と、
　前記外装部の側壁の外側から操作可能に設けられ、前記回転駆動部を運転または停止さ
せる運転操作部と、
　前記外装部の天面上に設けられ、前記回転駆動部の回転速度を調整する回転速度調整部
と
を備え、
　前記回転速度調整部は、少なくとも前記運転操作部の反対側において操作可能に設けら
れる
回転駆動式調理器。
【請求項７】
　前記回転速度調整部は、盤形状、柱形状、または、片側にのみ開口する筒形状の部材で
あり、前記運転操作部の反対側に向かって下方に傾斜する
請求項６に記載の回転駆動式調理器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般にハンディ式ブレンダーと称される回転駆動式調理器に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　過去に、ハンディ式ブレンダーと称される回転駆動式調理器が種々提案されている（例
えば、特開平０７－０６７７９４号公報、特開２００５－０５２５１３号公報、特開２０
０５－０５８６４５号公報、特開２００７－０１４５２２号公報、特開２０１０－２７３
７７０号公報、特表２００１－５１１３８２号公報、特表２００８－５４１９８１号公報
等参照）。
【０００３】
　このような回転駆動式調理器は、小型であることから家庭向けの調理器として好評を博
している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平０７－０６７７９４号公報
【特許文献２】特開２００５－０５２５１３号公報
【特許文献３】特開２００５－０５８６４５号公報
【特許文献４】特開２００７－０１４５２２号公報
【特許文献５】特開２０１０－２７３７７０号公報
【特許文献６】特表２００１－５１１３８２号公報
【特許文献７】特表２００８－５４１９８１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、近年、「略円筒形の外装の側壁に運転停止スイッチを設けると共に、モータ
の回転速度を調整するダイヤルを、本体の天面の運転停止スイッチ寄りの位置に取り付け
た回転駆動式調理器」が市販されている。このような回転駆動式調理器では、ユーザーは
、運転停止スイッチ側でダイヤルを操作することができる。このような回転駆動式調理器
は、調理物の種類や、粘度、量等に応じて回転速度を調整することができるため、ユーザ
ーにとって非常に便利である。
【０００６】
　しかし、回転駆動式調理器では、通常、本体を把持している手で運転スイッチの操作を
行い、もう片方の手で容器等を支持する必要がある。このため、上述のような構造を有す
る回転駆動式調理器において回転速度を調整するためには、一度、調理を中断する必要が
ある。
【０００７】
　本発明の課題は、調理を中断することなく回転速度を調整することができる回転駆動式
調理器を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の第１局面に係る回転駆動式調理器は、外装部、シャフト、回転駆動部、運転操
作部および回転速度調整部を備える。外装部は、筒形状を呈している。なお、ここにいう
「筒形状」には、テーパ筒形状や樽形状も含まれる。また、外装部は、把持部として機能
するため、人の片手で把持することができる程度の大きさとされる。また、外装部が人の
手で把持されやすいように、くびれ、窪み等が外装部に形成されてもかまわない。シャフ
トは、外装部の内部に挿通される。回転駆動部は、外装部の内部に収容される。そして、
この回転駆動部は、シャフトの軸を中心軸としてシャフトを回転駆動させる。なお、シャ
フトの軸は外装部の軸と一致することが好ましい。運転操作部は、外装部の側壁の外側か
ら操作可能に設けられる。そして、この運転操作部は、ユーザーの操作により回転駆動部
を運転または停止させる。回転速度調整部は、外装部の側壁の外側から操作可能に設けら
れる。そして、この回転速度調整部は、ユーザーの操作により回転駆動部の回転速度を調
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整する。なお、回転速度調整部は、押しボタンであってもよいし、レバーであってもよい
し、ジョグダイヤルであってもよいし、外装部の外部に全周に亘って露出する環状ダイヤ
ルであってもよい。また、回転速度調整部は、無段階で回転速度を調整するようにしても
よいし、段階的に回転速度を調整するようにしてもよい。なお、本回転駆動式調理器には
、取り換え可能な付属品（アタッチメント）が用意されていてもよい。かかる場合、外装
部の下端部には、その付属品を取り付けるための取付け部が設けられる。
【０００９】
　このため、例えば、ユーザーが運転操作部に人差し指を置くようにして外装部を片手で
把持したときに親指等の他の指が自然にくる位置の側壁に回転速度調整部を配置すれば、
ユーザーは、調理をしたままの状態で回転駆動式調理器の回転速度を調整することができ
る。したがって、ユーザーは、調理を中断することなく回転駆動式調理器の回転速度を調
整することができる。なお、回転速度調整部の位置は、例えば、成人女性の指の長さの平
均値等を利用して決定される。
【００１０】
　本発明の第２局面に係る回転駆動式調理器は、第１局面に係る回転駆動式調理器であっ
て、回転速度調整部は、回転駆動部の中心軸に沿って見た場合において運転操作部と重な
らない位置で操作可能となるように設けられる。
【００１１】
　通常、人が物を片手で掴むとき、人差し指と親指とは、ほぼ対向する。したがって、回
転駆動部の中心軸に沿って見た場合において、回転速度調整部が、運転操作部と重なる位
置でしか操作できない場合、人指し指で運転操作部を操作し、親指で回転速度調整部を操
作することが困難になる。
【００１２】
　これに対し、本局面に係る回転駆動式調理器では、回転速度調整部は、回転駆動部の中
心軸に沿って見た場合において運転操作部と重ならない位置で操作可能となるように設け
られる。このため、この回転駆動式調理器では、ユーザーは、無理なく、人指し指で運転
操作部を操作し、親指で回転速度調整部を操作することができる。また、かかる場合、ユ
ーザーは、残りの三本の指で外装部をしっかりと把持することができる。このため、ユー
ザーは、回転駆動式調理器を安定して把持することができる。なお、残りの三本の指の内
、中指をロック解除部（運転操作部の操作を有効にするためのスイッチ等）等の操作に用
いてもよい。通常、ロック解除部は使用初期に一度操作されるに過ぎない。したがって、
上述の通り、ユーザーは、回転駆動式調理器の使用中において、残りの三本の指で外装部
をしっかりと把持することができる。このため、ユーザーは、回転駆動式調理器を安定し
て把持することができる。
【００１３】
　本発明の第３局面に係る回転駆動式調理器は、第１局面または第２局面に係る回転駆動
式調理器であって、回転速度調整部は、外装部の外部に全周に亘って露出する環状の部材
である。そして、この回転速度調整部は、回転駆動式調理器において回転可能に又は揺動
可能に設けられ、ユーザーによって回転操作又は揺動操作されることによって回転駆動部
の回転速度を調整する。なお、この回転速度調整部は円環状であることが好ましい。また
、外装部が略円筒状であり、回転速度調整部が円環状である場合、回転速度調整部が外装
部の面位置と一致しているのが好ましい。また、この回転速度調整部は、運転操作部より
も高い位置に配置されてもよいし、低い位置に配置されてもよい。なお、回転速度調整部
が運転操作部よりも高い位置に配置される場合、回転速度調整部は、親指で操作されるの
が好ましい。また、回転速度調整部が運転操作部よりも低い位置に配置される場合、回転
速度調整部は、中指や薬指で操作されるのが好ましい。なお、運転操作部は、人差し指で
操作されるのが好ましい。
【００１４】
　このため、この回転駆動式調理器では、ユーザーは、３６０°どの位置からでも回転速
度調整部を操作することができる。また、この回転駆動式調理器では、ユーザーの利き手
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に関わらず、ユーザーは無理なく回転速度調整部を操作することができる。
【００１５】
　本発明の第４局面に係る回転駆動式調理器は、第３局面に係る回転駆動式調理器であっ
て、回転速度調整部は、運転操作部よりも上方に配置される。また、回転速度調整部は、
運転操作部の反対側に向かって下方に傾斜する。
【００１６】
　このため、ユーザーは、運転操作部に人差し指を置くようにして外装部を片手で保持し
たときに、回転速度調整部を親指で操作しやすくなる。このため、この回転駆動式調理器
は、ユーザーの操作性向上に寄与する。
【００１７】
　本発明の第５局面に係る回転駆動式調理器は、第１局面から第４局面のいずれかに係る
回転駆動式調理器であって、電源コードをさらに備える。電源コードは、外部電源から回
転駆動部に電気を供給するためのものである。また、外装部は、天面を有する。そして、
電源コードは、天面に形成される開口から外装部の外部に引き出されている。なお、開口
の付近に電源コードを回転駆動式調理器の上方へと案内する案内部が設けられてもよい。
【００１８】
　上述の通り、近年、「略筒形状の外装の側壁に運転停止スイッチを設けると共に、モー
タの回転速度を調整するダイヤルを、本体の天面の運転停止スイッチ寄りの位置に取り付
けた回転駆動式調理器」が市販されている。このような回転駆動式調理器では、天面に設
けられるダイヤルを避けるようにして電源コードを外部に引き出す必要がある。このため
、このような回転駆動式調理器では、電源コードは、一般的に、天面に近い側面から、回
転駆動部の回転軸に交差する方向に向かって引き出されている。電源コードがこのように
して引き出されていると、電源コードがユーザーの手に引っ掛かって邪魔になる場合があ
る。
【００１９】
　これに対し、本局面に係る回転駆動式調理器では、電源コードは、天面に形成される開
口から外装部の外部に引き出されている。したがって、回転駆動式調理器では、電源コー
ドがユーザーの手に引っ掛かることが少なくなると期待される。なお、上述のように、電
源コードを回転駆動式調理器の上方へと案内する案内部が開口付近に設けられれば、電源
コードがユーザーの手に引っ掛かることがさらに少なくなると期待される。
【００２０】
　本発明の第６局面に係る回転駆動式調理器は、外装部、シャフト、回転駆動部、運転操
作部および回転速度調整部を備える。外装部は、筒形状を呈している。なお、ここにいう
「筒形状」には、テーパ筒形状や樽形状も含まれる。また、外装部は、把持部として機能
するため、人の片手で把持することができる程度の大きさとされる。また、外装部が人の
手で把持されやすいように、外装部にくびれ、窪み等が形成されてもかまわない。シャフ
トは、外装部の内部に挿通される。回転駆動部は、外装部の内部に収容される。そして、
この回転駆動部は、シャフトの軸を中心軸としてシャフトを回転駆動させる。なお、シャ
フトの軸は外装部の軸と一致することが好ましい。運転操作部は、外装部の側壁の外側か
ら操作可能に設けられる。そして、この運転操作部は、ユーザーの操作により回転駆動部
を運転または停止させる。回転速度調整部は、外装部の天面上に設けられる。そして、こ
の回転速度調整部は、ユーザーの操作により回転駆動部の回転速度を調整する。また、こ
の回転速度調整部は、少なくとも運転操作部の反対側において操作可能に設けられる。な
お、回転速度調整部は、押しボタンであってもよいし、レバーであってもよいし、ジョグ
ダイヤルであってもよいし、外装部の外部に全周に亘って露出する環状ダイヤルであって
もよい。また、回転速度調整部は、無段階で回転速度を調整するようにしてもよいし、段
階的に回転速度を調整するようにしてもよい。また、運転操作部の反対側とは、平面視に
おいて中心軸を中心とし、運転操作部を０°としたとき、略９０°から２７０°までの範
囲である。なお、本回転駆動式調理器には、取り換え可能な付属品（アタッチメント）が
用意されていてもよい。かかる場合、外装部の下端部には、その付属品を取り付けるため
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の取付け部が設けられる。
【００２１】
　このため、ユーザーは、運転操作部に人差し指を置くようにして外装部を片手で保持し
たときに、回転速度調整部を親指で操作することができる。したがって、ユーザーは、調
理を中断することなく回転駆動式調理器の回転速度を調整することができる。なお、運転
操作部と回転速度調整部との高さ方向の距離は、例えば、成人女性の指の長さの平均値等
を利用して決定してもよい。
【００２２】
　本発明の第７局面に係る回転駆動式調理器は、第６局面に係る回転駆動式調理器であっ
て、回転速度調整部は、盤形状、柱形状、または、片側にのみ開口する筒形状の部材であ
る。また、この回転速度調整部は、運転操作部の反対側に向かって下方に傾斜する。
【００２３】
　このため、ユーザーは、運転操作部に人差し指を置くようにして外装部を片手で保持し
たときに、回転速度調整部を親指で操作しやすくなる。このため、この回転駆動式調理器
は、ユーザーの操作性向上に寄与する。また、かかる場合、ユーザーは、回転速度調整部
の天面を視認しやすくなる。通常、回転速度調整部の天面には、回転速度の目安メモリが
表示される場合が多い。したがって、ユーザーは、回転速度の調整を行いやすくなる。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本発明の第１実施形態に係るハンディ式ブレンダーの斜視図である。
【図２】本発明の第１実施形態に係るハンディ式ブレンダーの正面図である。
【図３】本発明の第１実施形態に係るハンディ式ブレンダーの側面図である。
【図４】本発明の第１実施形態に係るハンディ式ブレンダーの平面図である。
【図５】本発明の第１実施形態に係るハンディ式ブレンダーのＡ－Ａ断面図である。
【図６】本発明の第１実施形態に係るハンディ式ブレンダーのＰ部分（図５参照）の拡大
断面図である。
【図７】蓋体およびコードブッシュを取り外して回転速度調整ダイヤルの軸に沿ってハン
ディ式ブレンダーを見たときの図である。
【図８】本発明の第１実施形態に係るハンディ式ブレンダーの本体を専用カップに装着し
た状態の正面図である。
【図９】本発明の第１実施形態の変形例（Ａ）に係るハンディ式ブレンダーの側面図であ
る。
【図１０】本発明の第２実施形態に係るハンディ式ブレンダーの側面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　－第１実施形態－
　本発明の第１実施形態に係るハンディ式ブレンダー１００は、図１～図５に示されるよ
うに、主に、本体２００およびアタッチメント３００から構成されている。
　以下、本体２００およびアタッチメント３００それぞれについて詳述する。
【００２６】
　＜本体の構成＞
　本体２００は、図１～図５に示されるように、主に、外装２１０、運転停止スイッチ２
２０、ロック解除スイッチ２３０、回転速度調整ダイヤル２４０、コードブッシュ２５０
、電源コード２６０、モータ４１０およびメインシャフト４２０から構成される。
　以下、本体２００の各構成要素について詳述する。
【００２７】
　（１）外装
　外装２１０は、図１～図３に示されるように、略円筒形の樹脂成形体であって、主に、
胴体部２１１およびくびれ部２１５から構成されている。なお、胴体部２１１は外装２１
０の下部を形成しており、くびれ部２１５は外装２１０の上部を形成している。
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【００２８】
　くびれ部２１５は、図２および図３に示されるように、左右から中央に向かってくびれ
ていると共に後方から前方に向かってくびれており、人の手で安定して把持することがで
きる形状とされている。つまり、このくびれ部２１５は、把持部として機能する。
【００２９】
　胴体部２１１は、略円筒形を呈している。そして、この胴体部２１１の下端近傍の両脇
には、図２および図３に示されるように、アタッチメント取付け部２１７が設けられてい
る。
【００３０】
　（２）運転停止スイッチ
　運転停止スイッチ２２０は、図１～図３に示されるように、くびれ部２１５の正面に配
置されている。この運転停止スイッチ２２０は、ロック解除スイッチ２３０によりロック
が解除された状態でユーザーによって押圧されると、外装２１０に収容される電気回路が
閉状態となってモータ４１０を作動させ、ユーザーによって解放されると、電気回路が開
状態となってモータ４１０を停止させる。なお、この運転停止スイッチ２２０は、通常、
人差し指によって操作されるが、中指によって操作されてもよい。
【００３１】
　（３）ロック解除スイッチ
　ロック解除スイッチ２３０は、安全スイッチであって、図１～図３に示されるように、
くびれ部２１５の正面に配置されている。なお、このロック解除スイッチ２３０は、運転
停止スイッチ２２０の下方近傍に配置される。このロック解除スイッチ２３０は、ユーザ
ーによって押圧されると、ロック状態からロック解除状態に切り換わる。なお、ロック解
除スイッチ２３０がロック状態になっている場合、ユーザーによって運転停止スイッチ２
２０が押圧されても電気回路が閉状態とならず、モータ４１０が作動しない。一方、ロッ
ク解除スイッチ２３０がユーザーにより押圧されてロック解除状態になっている場合、ユ
ーザーによって運転停止スイッチ２２０が押圧されると、電気回路が閉状態となり、モー
タ４１０が作動する。なお、このロック解除スイッチ２３０がロック解除された状態でユ
ーザーにより運転停止スイッチ２２０が押圧されると、その後、ロック解除スイッチが解
放されても電気回路は閉状態のままとなり、モータ４１０は動作し続ける。モータ４１０
を停止させるためには、上述のように、運転停止スイッチ２２０を開放すればよい。なお
、このロック解除スイッチは、運転停止スイッチ２２０が人差し指によって操作される場
合、通常、中指によって操作され、運転停止スイッチ２２０が中指によって操作される場
合、通常、薬指によって操作される。
【００３２】
　（４）回転速度調整ダイヤル
　回転速度調整ダイヤル２４０は、図４および図７に示されるように、略円環状の部材で
あって、運転停止スイッチ２２０の上、すなわち、くびれ部２１５の上部に設けられてい
る。そして、この回転速度調整ダイヤル２４０は、回転軸Ａｄ（図５参照）を中心として
一定の角度範囲を揺動することができるように外装２１０に取り付けられている。なお、
回転速度調整ダイヤル２４０の回転軸Ａｄは、モータ４１０の回転軸Ａｓ（メインシャフ
ト４２０の軸に一致）に対して後方に傾斜している。すなわち、この回転速度調整ダイヤ
ル２４０は、運転停止スイッチ２２０の反対側に向かって下方に傾斜している（図３およ
び図５参照）。そして、この回転速度調整ダイヤル２４０には、図７に示されるように、
内周面の略中央部から回転軸Ａｄに向かって延びる内歯２４１が約半周に亘って形成され
ている。そして、この内歯２４１は、図７に示されるように、平歯車２４２にかみ合って
いる。なお、この平歯車２４２は、シャフト２４３を介して可変抵抗器４５０に接続され
ている。したがって、ユーザーにより回転速度調整ダイヤル２４０が揺動されると、可変
抵抗器４５０によりモータ４１０に通電される電流値が変化し、その結果、モータ４１０
の回転数が変化する。なお、この回転速度調整ダイヤル２４０は、通常、親指で操作され
る。



(8) JP 2012-192082 A 2012.10.11

10

20

30

40

50

【００３３】
　また、図６に示されるように、この回転速度調整ダイヤル２４０の下部の内周面には、
周方向に沿って複数の窪み（図示せず）が設けられている。そして、この回転速度調整ダ
イヤル２４０の下部の内周面に対して、突起付きのスライド部材２４４が付勢されている
。したがって、ユーザーが回転速度調整ダイヤル２４０を揺動させると、スライド部材２
４４の突起２４４ａが回転速度調整ダイヤル２４０の内周面の窪みに対向する度に、突起
２４４ａがその窪みに嵌り込む。よって、ユーザーは、回転速度調整ダイヤル２４０を揺
動させる際、クリック感を享受することができる。
【００３４】
　（５）コードブッシュ
　コードブッシュ２５０は、図１～図５に示されるように、蓋体２１２の内側から、蓋体
２１２に形成される開口を通って上方に延びるように設置されており、モータ４１０から
延びる電源コード２６０を上方へと案内する。なお、蓋体２１２には２つの爪部２１３が
設けられており、蓋体２１２は、それらの爪部２１３により本体２００に固定されている
。したがって、回転速度調整ダイヤル２４０が揺動しても、蓋体２１２は回転することが
ない。よって、第１実施形態に係るハンディ式ブレンダー１００では、回転速度調整ダイ
ヤル２４０の操作により電源コード２６０がよじれる等の不具合は生じない。また、この
コードブッシュ２５０の先端部２５５には開口ＯＰが形成されており、ユーザーは、調理
場等に設置されるフック等にハンディ式ブレンダー１００を吊り下げることができるよう
になっている。
【００３５】
　（６）電源コード
　電源コード２６０は、モータ４１０および電気回路から外装２１０および回転速度調整
ダイヤル２４０の内部を通って、上方に向かって延びており、コードブッシュ２５０を介
して外装２１０の外部に引き出されている。
【００３６】
　（７）モータ
　モータ４１０は、通常のＤＣモータであって、図５に示されるように、回転軸Ａｓが胴
体部２１１の軸に沿うようにして、外装２１０の胴体部２１１に収容されている。
【００３７】
　（８）メインシャフト
　メインシャフト４２０は、図５に示されるように、軸が胴体部２１１の軸に沿うように
して配置されており、モータ４１０の回転子に連結されている。また、このメインシャフ
ト４２０は、モータ４１０の上下に配置される軸受４３１，４３２によって支持されてい
る。また、このメインシャフト４２０の下端には、図５に示されるように、アタッチメン
ト３００のシャフト３１０を連結するための連結部４２５が取り付けられている。
【００３８】
　＜アタッチメントの種類および構成＞
　アタッチメント３００は、食品を調理するために使用されるものであって、本体２００
のアタッチメント取付け部２１７および連結部４２５に対して交換可能に取り付けられる
。アタッチメント３００としては、図１～図３および図５に示されるブレンダー以外に、
泡立てビーター、生地こね二―ダー、チョッパーカッター、おろしカッター等がある。
【００３９】
　なお、アタッチメント３００としてブレンダー、泡立てビーター、生地こね二―ダーが
使用される場合、外装がアタッチメント取付け部２１７に取り付けられると同時にシャフ
ト３１０（図５参照）が連結部４２５を介してメインシャフト４２０に取り付けられる。
【００４０】
　また、アタッチメント３００としてチョッパーカッター又はおろしカッターが使用され
る場合、図８に示されるような専用カップ３５０が使用される。なお、かかる場合、チョ
ッパーカッター又はおろしカッターは、連結部４２５を介してメインシャフト４２０に取



(9) JP 2012-192082 A 2012.10.11

10

20

30

40

50

り付けられると共に、専用カップ３５０の底面中央から上方に向かって延びるピン３５５
に支持される。一方、専用カップ３５０は、アタッチメント取付け部２１７に取り付けら
れる。
【００４１】
　＜ハンディ式ブレンダーの使用方法＞
　（１）アタッチメントとしてブレンダー、泡立てビーター、生地こね二―ダーが使用さ
れる場合
　ユーザーは、所望のアタッチメント３００をアタッチメント取付け部２１７および連結
部４２５を介して本体２００に取り付ける。
【００４２】
　次に、ユーザーは、人差し指が運転停止スイッチ２２０に位置し、中指がロック解除ス
イッチ２３０に位置し、親指が回転速度調整ダイヤル２４０に位置するようにくびれ部２
１５を把持すると共に、くびれ部２１５を把持している手とは逆の手で、調理物が入って
いる容器等を押さえ、その容器の中にアタッチメント３００を挿入する。
【００４３】
　続いて、中指でロック解除スイッチ２３０を押圧してロックを解除した状態とし、人差
し指で運転停止スイッチ２２０を押圧して本体２００に内蔵されるモータ４１０を回転さ
せる。なお、この後、ユーザーは、ロック解除スイッチ２３０を解放してもよい。かかる
場合であっても、モータ４１０はそのまま回転し続ける。すると、本体２００のメインシ
ャフト４２０に連結されるシャフト３１０が回転し、ユーザーは、泡立てしたり、生地こ
ねをしたり、調理物をブレンドしたりすることができる。なお、第１実施形態に係るハン
ディ式ブレンダー１００では、シャフト３１０が回転している最中であっても、ユーザー
は、親指で回転速度調整ダイヤル２４０を揺動させてモータ４１０の回転速度を調整する
ことができる。
【００４４】
　（２）アタッチメントとしてチョッパーカッター又はおろしカッターが使用される場合
　ユーザーは、専用カップ３５０の蓋３５１を取り外し、アタッチメント取付け部２１７
を介してその蓋３５１を本体２００に取り付ける。
【００４５】
　次に、ユーザーは、連結部４２５を介してアタッチメント３００を本体２００に取り付
ける。
【００４６】
　次いで、ユーザーは、容器３５２に調理物を投入した後、本体２００およびアタッチメ
ント３００が取り付けられた蓋３５１をその容器３５２に被せる。なお、このとき、アタ
ッチメント３００の下部中央に形成される孔に容器３５２の底のピン３５５が挿入され、
アタッチメント３００が支持される。なお、図８には、このときの状態が示されている。
【００４７】
　続いて、ユーザーは、人差し指が運転停止スイッチ２２０に位置し、中指がロック解除
スイッチ２３０に位置し、親指が回転速度調整ダイヤル２４０に位置するようにくびれ部
２１５を把持すると共に、くびれ部２１５を把持している手とは逆の手で、専用カップ３
５０を押さえる。
【００４８】
　続いて、中指でロック解除スイッチ２３０を押圧してロックを解除した状態とし、人差
し指で運転停止スイッチ２２０を押圧して本体２００に内蔵されるモータ４１０を回転さ
せる。すると、本体２００のメインシャフト４２０に連結されるアタッチメント３００が
回転し、ユーザーは、調理物を切り刻んだり、大根おろしを作ったりすることができる。
なお、第１実施形態に係るハンディ式ブレンダー１００では、アタッチメント３００が回
転している最中であっても、ユーザーは、親指で回転速度調整ダイヤル２４０を揺動させ
てモータ４１０の回転速度を調整することができる。
【００４９】
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　＜ハンディ式ブレンダーの特徴＞
　（１）
　本発明の第１実施形態に係るハンディ式ブレンダー１００には、外装２１０の外部に全
周に亘って露出する回転速度調整ダイヤル２４０が、運転停止スイッチ２２０の上方に設
けられている。このため、このハンディ式ブレンダー１００では、ユーザーは、３６０°
どの位置からでも回転速度調整ダイヤル２４０を親指等で操作することができる。また、
このハンディ式ブレンダー１００では、ユーザーは、利き手を気にすることなく、回転速
度調整ダイヤル２４０を操作することができる。
【００５０】
　（２）
　本発明の第１実施形態に係るハンディ式ブレンダー１００では、回転速度調整ダイヤル
２４０が、運転停止スイッチ２２０の反対側に向かって下方に傾斜している。このため、
ユーザーは、運転停止スイッチ２２０に人差し指を置くようにして外装２１０のくびれ部
２１５を片手で保持したときに、回転速度調整ダイヤル２４０を親指で操作しやすくなる
。このため、このハンディ式ブレンダー１００は、ユーザーの操作性向上に寄与する。
【００５１】
　（３）
　本発明の第１実施形態に係るハンディ式ブレンダー１００では、コードブッシュ２５０
が、蓋体２１２の内側から蓋体２１２の開口を通って上方に延びるように設置されており
、モータ４１０および電気回路から延びる電源コード２６０を上方へと案内している。こ
のため、このハンディ式ブレンダー１００では、電源コード２６０がユーザーの手に引っ
掛かりにくい。
【００５２】
　（４）
　本発明の第１実施形態に係るハンディ式ブレンダー１００では、コードブッシュ２５０
の先端部２５５に開口ＯＰが形成されている。このため、ユーザーは、調理場等に設置さ
れるフック等にハンディ式ブレンダー１００を吊り下げることができる。
【００５３】
　（５）
　本発明の第１実施形態に係るハンディ式ブレンダー１００では、ユーザーが回転速度調
整ダイヤル２４０を揺動させると、スライド部材２４４の突起２４４ａが回転速度調整ダ
イヤル２４０の内周面の窪みに対向する度に、突起２４４ａがその窪みに嵌り込む。よっ
て、ユーザーは、回転速度調整ダイヤル２４０を揺動させる際、クリック感を享受するこ
とができる。
【００５４】
　＜変形例＞
　（Ａ）
　第１実施形態に係るハンディ式ブレンダー１００では回転速度調整ダイヤル２４０が運
転停止スイッチ２２０の上方に設けられていたが、図９に示されるハンディ式ブレンダー
１０１のように、運転停止スイッチ２２０の脇にジョグダイヤル２４５が設けられてもよ
い。なお、かかる場合、ジョグダイヤル２４５は、外装２１０の内部に収容される伝達機
構を介して可変抵抗器４５０に接続されている。つまり、ユーザーによりジョグダイヤル
２４５が回転させられると、その回転は伝達機構を介して可変抵抗器４５０に伝達され、
その結果、可変抵抗器４５０の抵抗が変化する。また、このジョグダイヤル２４５は、横
向きに配置されてもかまわない。また、このジョグダイヤル２４５にスイッチ機能を付与
して、ジョグダイヤル２４５を回転速度調整ダイヤル兼ロック解除スイッチとして利用し
てもかまわない。
【００５５】
　（Ｂ）
　第１実施形態に係るハンディ式ブレンダー１００では回転速度調整ダイヤル２４０が運
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転停止スイッチ２２０の上方に設けられていたが、運転停止スイッチ２２０の脇に操作レ
バーが設けられてもよい。なお、かかる場合、操作レバーは、外装２１０の内部に収容さ
れる伝達機構を介して可変抵抗器４５０に接続されている。つまり、ユーザーにより操作
レバーがスライドされると、そのスライドは伝達機構を介して可変抵抗器４５０に伝達さ
れ、その結果、可変抵抗器４５０の抵抗が変化する。また、この操作レバーは、上下方向
に移動するように構成されてもよいし、左右方向に移動するように構成されてもよい。
【００５６】
　（Ｃ）
　第１実施形態に係るハンディ式ブレンダー１００では回転速度調整ダイヤル２４０が運
転停止スイッチ２２０の上方に設けられていたが、運転停止スイッチ２２０の脇に、運転
停止スイッチ２２０のようなスイッチが設けられてもよい。なお、かかる場合、例えば、
ユーザーがスイッチを押圧する回数によりモータ４１０の回転速度が調整されるようにし
てもよい。また、例えば、ユーザーがスイッチを長押しすると、回転速度が初期設定の回
転速度に戻るようにしてもよい。
【００５７】
　（Ｄ）
　第１実施形態に係るハンディ式ブレンダー１００では、回転速度調整ダイヤル２４０の
下部の内周面に対して、突起付きのスライド部材２４４が付勢されていたが、突起付きの
スライド部材２４４は特に設けなくてもかまわない。かかる場合、ユーザーはクリック感
を享受することができないが、回転速度調整ダイヤル２４０を無段階で調整することがで
きる。
【００５８】
　（Ｅ）
　第１実施形態に係るハンディ式ブレンダー１００では人差し指が運転停止スイッチ２２
０に位置し、中指がロック解除スイッチ２３０に位置し、親指が回転速度調整ダイヤル２
４０に位置するようにくびれ部２１５が把持されたが、中指が運転停止スイッチ２２０に
位置し、薬指がロック解除スイッチ２３０に位置し、親指が回転速度調整ダイヤル２４０
に位置するようにくびれ部２１５が把持されてもかまわない。
【００５９】
　（Ｆ）
　第１実施形態に係るハンディ式ブレンダー１００では、回転軸Ａｄを中心として一定の
角度範囲を揺動することができるように回転速度調整ダイヤル２４０が外装２１０に取り
付けられていたが、回転速度調整ダイヤル２４０は、自由に回転するように組み付けられ
てもよい。
【００６０】
　－第２実施形態－
　第２実施形態に係るハンディ式ブレンダー１０２は、（ａ）蓋体２１２が存在しないこ
と、（ｂ）回転速度調整ダイヤル２４０が回転速度調整ダイヤル５４０に置き換えられた
こと、（ｃ）コードブッシュ２５０がコードブッシュ５５０に置き換えられたこと、（ｄ
）電源コードが、くびれ部２１５の上部に形成される開口からコードブッシュ５５０を介
して引き出されていることを除き、第１実施形態に係るハンディ式ブレンダー１００と同
様である。したがって、以下、第１実施形態に係るハンディ式ブレンダー１００との相違
点についてのみ説明する。
【００６１】
　（１）回転速度調整ダイヤル
　回転速度調整ダイヤル５４０は、片側にのみ開口する略円筒形状の樹脂成形体であって
、図１０に示されるように、開口側が下方を向くようにして外装２１０の上部に取り付け
られている。なお、この回転速度調整ダイヤル５４０の内部構造、回転速度調整の仕組み
等は、第１実施形態に記載される通りである。
【００６２】
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　（２）コードブッシュ
　コードブッシュ５５０は、図１０に示されるように、くびれ部２１５の上部に形成され
る開口を通って後方に延びるように配置されており、モータ４１０および電気回路から延
びる電源コード２６０を後方へと案内する。また、このコードブッシュ５５０の先端部５
５５には、第１実施形態に係るコードブッシュ２５０の先端部２５５と同様に、開口が形
成されており、ユーザーは、調理場等に設置されるフック等にハンディ式ブレンダー１０
２を吊り下げることができるようになっている。
【００６３】
　＜変形例＞
　（Ａ）
　第２実施形態に係るハンディ式ブレンダー１０２では回転速度調整ダイヤル５４０が、
片側にのみ開口する略円筒形状の樹脂成形体であったが、回転速度調整ダイヤル５４０は
円柱形状であってもよいし、円盤形状であってもよい。なお、かかる場合、回転速度調整
ダイヤル５４０の下面に、別途、歯車を取り付ける必要がある。なお、このとき、歯車は
、外歯車であってもよいし、内歯車であってもよい。
【００６４】
　（Ｂ）
　第１実施形態の変形例（Ｄ）、（Ｅ）および（Ｆ）を適用してもよい。
【符号の説明】
【００６５】
１００　　　ハンディ式ブレンダー（回転駆動式調理器）
２１０　　　外装（外装部）
２２０　　　運転停止スイッチ（運転操作部）
２３０　　　回転速度調整ダイヤル（回転速度調整部）
２６０　　　電源コード
４１０　　　モータ（回転駆動部）
４２０　　　メインシャフト（シャフト）
５４０　　　回転速度調整ダイヤル（回転速度調整部）
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